「女 泥棒と 仰 有い ますと？」 

「花魁 泥棒と 云っても いい」 

「花魁 泥棒と 申します と？」 

「なるほど お前 は 田舎の 人、 噂 を 聞かぬ はもつ とも だ 

おお まがき 

が、 近来 江戸へ 女装 をした それ も 大籬 の 花魁 姿、 夜な 

おいお どし かん ざし 

夜な 出て は 追剝、 武器と 云えば 銀の 簪 手裏剣に も 

なれば 匕首に もなる。 それに 嚇 されて 大の 男が 見す 見 

す剝 がれる と 云う こと だ」 

「江戸 は 恐ろし ゆ う.、 ザ ざいます な あ」 

「恐ろしい とも 恐ろしい とも、 だから なかなか 容易な 

ことで は、 人が 人 を B じょうと はしない。 連れて 大金 



の 遣り取り など、 滅多にな いものと 思う がいい」 

「いやもう ごもつ ともで ござります」 

「この 長 庵が 仲に 入り、 せっかく 弁口 を 尽くし たれば 

こそ、 松葉 屋半左 も 信用して、 六 十両 渡した と 云う も 

のさな」 

「お 有難う 存じました。 もうもう 嬉しくて 嬉しくて」 

「そんなに お前 嬉しい か？」 

「嬉し いどころで は ござ リ ませぬ 」 

「ふうむ、 しかし、 ナァ十 兵衛、 嬉しい 有難い と 口 だ 

けで 云っても、 形が なけり や 変な もの さな」 

ギロリ と 眼 を 剝きズ ッシリ 〔# 「ズッ シリ」 は 底本で 



として 立って いる。 

「藤掛 殿 か、 先ずお 上り」 

気が 無 さ そうに 長 庵が 云う。 

「ご免 下され」 と 上って 来た。 三十 四 五の 年格好、 顔 

色 青 褪め 骨 突起し、 見る 影 もな く 窶れて いる。 目鼻立 

ち は 先ず 尋常、 才気 はどう やらな さそう では あるが、 

誠実の 点で は 退け を 取るまい。 孔子の いわゆる 仁に 近 

ぼくと つ 

しと 云う その 朴訥に は 遺憾がない。 

「 い かがで， 、- J ざるな ご 容態 は？」 

世間 並の 医者ら しく 長 庵 こんな こと も 訊いて 見る。 

「長 庵老 のお 蔭 を もち 近来め つきり 元気付きまして ご 



旧主の こと を 尋ねられた ことが、 道 十 郎には 嬉し 

えみ 

かった と 見え、 影の 薄い 顔へ 笑を湛 えたが、 

「信 州 上田 五 万 三千 石、 松 平 伊賀 守が 旧主人で ござる 

よ」 

「おお 左様で ござりました か。 伊賀 守 様 は ご 名門、 そ 

れに 知恵者で おわす とのこと、 そういう 立派の ご主人 

を 離れ、 どうして ご 浪人な されました かな？」 

「それに は 深い 子細が ) J ざる」 道 十郎は 暗然と し た が 、 

「実は 朋友 を 救うた め 好んで 浪人した ので ござる」 

「朋友 をお 救いな さるた め？ はは あ 左様で ございま 

す 力」 



「お話し 致そう、 お聞き 下され。 …… 今から 思えば 五 

年の 昔、 拙者 二十 九の 春の ことで ござる が 殿に 一 羽の 

名鶯が > J ざって、 一 J 寵愛 遊ば さ れ 居ら れ ました 所、 拙 

者の 朋友 間 瀬 金三郎 誤って 籠から 取り逃がしまして ご 

ざる」 

「やれやれ それ はとんで もない こと」 

「しかるに 金 三 郎には 妻子の 他に 老いた る 父母が ござ 

リ ましてな、 もしも 浪人す る ことと ならば 一 家た ちま 

ち 零落し、 恩 ある 父母 を 養う こと もなら ぬ。 これが 何 

より 心 掛かりと、 拙者に むかって 搔き 口説き ましたれ 

ば、 はなはだ 憐れに も 気の毒に も 思い、 拙者 金 三郎の 



身代わり となり、 名鶯 取り逃がしの 罪 を 負い、 殿より 

いとま 

永の 暇 を 賜わり、 さて こそ 浪人 致した ので ござる よ」 

「お聞き 致せば お気の毒。 いや 天晴の 義侠心、 何と 申 

してよ ろしい やら。 さような 事情の ご 浪人 なれば、 ご 

親友 はじめ 重役 衆まで 何とか 殿様に お取りな し 致し、 

至急 帰参 出来ます よう 取り計ら うが 人情で ござる に、 

それ を 今日まで 打ち捨て 置く と は、 義理 知らず では ご 

ざリ ませぬ かな」 

「いやいや それに も 事情が) /ざる。 今お 話しした 金 三 

郎が、 一人 ャキ モキ 気 を 揉んで、 殿へ 取りな し 致し 居 

る 由、 しかるに 殿に は ご 明君 なれ ど 酒癖あって ご 癇癖。 



自然い つも ご機嫌 悪く、 申し出る 機会がない とのこと、 

再三 金三郎 よりの 消息で ござる」 

ちと 

「しかし そいつ は些 面妖、 疑わしい 点で ござり ますな 

あ。 これが 一 年 や 半年 なれば、 そう 諦ら めても 居られ 

ましょうが、 何と 申しても 五 年の 月日が 流れて 居る の 

では ござり ませぬ か。 その 長い 五 年間に は、 お 殿様に 

も ご機嫌よ く、 家来 共の 言葉 を 快くお 聞きな さる 時 も 

ござりましょう に。 そういう 場合に お取りな ししたら、 

むつ かし さわ リ かな 

何 の 困難 い 障害 もな く 、 帰参が 適う に 相違) J ざり ませ 

ぬ。 …… 今日まで ご 帰参の 適わぬ は、 そのご 朋友の 金 

三郎 様が、 お取りな しせぬ からに 相違 ござり ませぬ」 



「よし」 と 云う と 一 本の 傘 を 棚から ス ルリと 抜き出し 

た。 それから 玄関へ 引つ 返して 行き、 道 十 郎の傘 を 取 

り 上げる と、 その後へ 自分の 傘 を 置く。 道 十郎の 雨傘 

は 代わりに 棚へ 隠された ので ある。 

その 翌朝の ことで ある。 

脚絆 甲掛菅 の 笠 、 行李 包 を 背に 背負 つた、 一人の 田 

舎 者が ヒョ ッコリ と、 江戸 麴町は 平 川 町、 村 井 長 庵の 

邸から 往来 側へ 下り立つ たが、 云う まで もな く 十兵衛 

で、 小 田 原 提燈を 手に さげて、 品 川の 方へ 歩いて 行く _ 

程経て 同じ 長 庵 邸から、 一 人の 男が 現われた が、 黒 



「娘 や ぁィ、 お 種 や ぁィ」 

い き 

致死 期の 声で 娘 を 呼ぶ。 と、 最期の 呼吸 細く、 

「兄貴！ 兄貴！ 兄貴 や ぁィ。 平 河 町の 兄貴 ゃぁィ 

…：- 」 

現在 その 兄が 人殺しと も 知らず、 綿々 たる 怨みの 声 

で、 こう 救助 を 呼ぶ のであった。 

しかし その 声 もやが て 絶え、 苦しみ 腕き 蠢 いていた、 

その 五体 も 動か なくなった。 

雨が 上り 雲 切れが し、 深夜の 遅い 鎌の ような 月が、 

ひとだま 

人魂の ように 現われた が、 その 光に 照らされて、 たた 

ぼ ろ 

まれた 檻 褸か藁 屑 かの ように、 泥に 横 倒 わった 十兵衛 



「厭と は 云わせぬ 手練手管 〔# 「手管」 は 底本で は 「手 

菅匕 …… 」 

「ゥ へェ、 さて は 女郎 だな」 

「いやな お 客に 連れられて、 二日が かりの 島 遊山、 一 

人別れ て 通し 駕籠、 更けて 恐ろし 犬の 声、 それより 恐 

い 雲助に 凄い 文句で 嚇 されて、 ビクビ クガタ ガタ来 か 

かった は、 芝 三角 札の 辻、 刃の 光に 雲助 ども、 駕籠 を 

飛ばせて 逃げれば こそ、 往来 中へ おいてけ ぼり、 見 ま 

いとしても 見える の は、 人形 歌舞伎の 殺し 場よりも つ 

と 惨酷い 嬲り 殺し。 あんまり 胆を 潰した ので、 かえつ 

て 今では 度胸が 据わり、 草双紙で 見た 女 賊の張 本、 瀧 



は汝が こと、 ハイ 左様なら 俺 は 行く。 二度と 呼ぶな 返 

リ やしね えぞ」 

尻 ひつ からげ 駆け出す 長 庵、 五 間 あまり 行き過ぎた。 

ギ— という 扉の 開く 音。 ヒラリ と 刎ねた は 駕籠の 垂。 

生白い 物の 閃めいた は、 女の 腕に 相違ない。 

「ヮ ッ」 と 云う 長 庵の 声。 ガック リ膝を 泥に 突き、 手 

を 廻す と 脛に 立った、 小柄 を グイと 引き抜い たが、 

「や、 こいつ ァ 銀の 平 打！ さて は 手前 は！」 と 振り 

返る、 その 眼の 前に スン ナリと 駕籠に 寄り添い 立った 

姿、 立 兵 庫に お m 襠、 大籬の 太夫 職 だ。 
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